
　日々刻々と変化する気象データから，収量や収穫適期などを正
確に予測することができれば，農業生産を効率的に行うことが可能
となります．
　そのためには，予測に先立ち，過去のデータなどから両者の間
の関係（予測モデル）を明らかにしておく必要があります．
　予測モデルを得るには，一般に回帰分析という統計手法がよく
用いられます．しかし，気象データのような連続した大量なデータで
は，通常の回帰分析で精度の高い予測モデルを得ることができま
せん．

　私たちは，気象データのように連続した大量なデータからでも精度の高い予測モデルを構築するた
めに，新しい統計手法を開発しました．
　また，新手法を用いて予測モデルを構築するためのWebサービスHyDRASを開発しました．
　開発されたシステムは，大豆の開花予測システムに応用されました．

連続した大量なデータから予測モデルを構築するシステム
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　HyDRASを用いれば，気象データだけでなく，光スペクトルや画像の色情報など，様々な種類の
データについて，同じように高い精度で予測モデルを構築することができます．
　インターネット上で利用できるHyDRASは，今後他のインターネット上の解析システムやデータベー
スシステムと協調させることにより，より大規模な解析・予測システムにおけるモデル構築エンジンと
して発展させていくことができます．


